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山口県
消防学校視察

事務所福田りえこ
E-mail：riekofukuda.office@gmail.com〒745ｰ0017　山口県周南市新町１丁目４３-１飯田ビル1F

TEL
FAX

.

.
0834ｰ33ｰ9411
0834ｰ33ｰ9412

所属
委員会

◆環境福祉委員会
保健、医療、福祉対策に関すること、環境生活行政
に関することを行う

◆産業脱炭素化推進特別委員会
(1)「やまぐち産業脱炭素化戦略」に基づく県の取組・課題
(2)2050年カーボンニュートラルに向けた産業界の取組・課題
(3)国の取組の状況及びそれらが県内産業に与える影響・課題
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ふ く だ

福田りえこ
山 口 県 議 会 議 員

委 員 会 活 動

●　山口県災害廃棄物
　　処理計画の見直しについて
●　災害廃棄物処理
　　支援員の登録等について

●　要介護認定業務の
　　デジタル化について

2月～7月
令和6年

もっと詳しく
Pick Up! 要介護認定業務のことについて

清流錦川
一斉清掃

令和6年
7/7

山口県立
新南陽高等学校
卒業証書授与式

令和6年
3/1

レノファ山口応援
山口県議会
スポーツ応援議員連盟

令和6年
3/3

阿武町
木の駅プロジェクト視察

令和6年
3/22

平瀬ダム完工式令和6年
3/27

大阪府吹田市令和6年
3/26

第4回 Yamaguchi
Pitch Day in 松下村塾

令和6年
2/10

令和6年
2/9

京都府・京都市令和6年
7/19

７月１日月
環境生活部関係の質問

７月２日火
健康福祉部関係の質問

環境福祉委員会

県内では、現在、半数以上の市町で介護認定
審査会という審査会があり、これのオンライン審
査が導入されています。
今後も、介護認定審査会資料のデジタル化の

導入なども含めて検討されて、進められていくも
のと見込んでおります。
県としましては、要介護認定業務のデジタル

化は、要介護認定の申請から認定までの日数を
短縮する、一つの有効な手段と考えております。

大分県（大分市と別府市）では、今回国のモデル事業として全国初の要介護認定の全ての業務のデジタル化に取り組まれ
ると伺いました。要介護認定は申請から３０日以内に認定することが定められていますが、全国どこの自治体でもこの期間内
にクリアできていないのが実情です。迅速な申請認定、調査員の負担軽減、人手不足の解消などを解決できるデジタル化の
導入が重要ではないでしょうか？山口県としてのご所見をお伺いいたします。

要介護認定

業務のデジタル化、

山口県として

どう考えている？ 市町村における要介護認定の申請から
認定までの所要日数

長寿社会課答

３６．５日４０．１日
6.5日
超えている・・・

全国平均 山口県の平均

●高齢化の進展➡申請数の増加
●書類を基本とした業務の執行
●職員数の減少など・・・

なんでこうなるの？

5/21火　

❶横浜市
　大成建設株式会社技術センター

神奈川県

❶山陽小野田市

・カーボンニュートラルの実現に
 向けた先進技術について

❷宇部市❶山口市

❷山口市

・UBE三菱セメント株式会社
 宇部セメント工場
・UBE株式会社

山陽小野田市立
山口東京理科大学

中国電力株式会社
山口支社

有限会社光田商店

5/28火～31金

調査項目：
ふるさと納税都道府県域の
取組・政策評価について

調査項目：北大阪
健康医療都市(健都)の
まちづくりについて

30日以内の
認定だけれど、
それ以上かかるのかな？

Pick Up!
しました

令和6年
月

火
7月1日

～2日

県内外調査視察
★：環境福祉委員会視察／♥：産業脱炭素化推進特別委員会視察

★
県
外

★
県
内

♥
県
外

♥
県
内

北海道

❷川崎市
　株式会社レゾナック
　川崎事業所

・水素エネルギーの
 利活用について

7/22月

調査
項目

調査
項目

調査
項目

調査
項目

調査
項目

❶函館市
　渡島総合振興局

・ゼロカーボン北海道の
 取組について
・渡島V2Bシステムについて

❷七飯町
　大沼国定公園

・自然環境保護活動について
・生物多様性保全に
 係る取組について

調査
項目

薬剤師育成・
確保に関する取組

調査
項目

廃棄物リサイクルに
関する先進的取組

❸-⑴札幌市

・自閉症者自立支援について

❸-⑶札幌市
　動物愛護管理センター
　「あいまるさっぽろ」

・動物愛護に係る取組について
・ZEBの推進について

❸-⑵札幌市
　医療的ケア児等
　支援センター

・医療的ケア児
 支援について

調査
項目

調査
項目 調査

項目

❷防府市
マツダ株式会社防府工場

・生産車両の電動化対応状況

調査
項目

❶周南市 株式会社トクヤマ
・水電解装置、水産化マグネシウム、
 バイオマス燃焼灰の活用

7/23火

2/15木～16金

自閉症者自立
支援センター「ゆい」

自閉症者地域生活
支援センター「なないろ」

業務のデジタル化は、
認定への日数短縮に
つながると考えるが・・・

福田りえこが
県政の課題を自分の目で見て、
皆様の声を聴いて、調べて、
考え、行動に移します！！
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問

問

問

問 問

山口県警察本部長答

産業労働部長答

山 口 県 知 事答

企 業 局 長答

企 業 局 長答

仕事と子育ての両立を支援する職場環境づくりについて❶

工業用水の安定供給について

❷ 運転免許行政のデジタル化について

❸

❶オンライン
　講習について・・・

6/27
一般質問

木

令和6年
映 像 配 信 は
こ ち ら か ら

子育て支援
❶仕事と子育ての
　両立を支援する
　職場環境づくりについて

デジタルインフラ
❷運転免許行政の
　デジタル化について

地 域 活 性 化

令和6年
6/6開催

運転免許行政のデジタル化は、県
民の皆さんの利便性向上や業務の
効率化を進める上で非常に重要であ
ることから、その実現に向け各種取
組を推進しております。

オンライン講習受講者の方の声か
らも、県民の利便性の向上につな
がっているものと受け止めています。
他方で、様々なご意見・ご要望の声
もあることから、例えば、手続を分か
りやすく説明する案内動画を作成す
るなど、更なる利便性の向上に努め
ております。

県として、引き続き、1社でも多くの企
業誘致が実現できるよう、市町や関係
機関と連携し、工業用水をはじめとした
立地環境の優位性を活かした誘致活動
に取り組んでまいります。

企業局では、工業用水を安定的に供給するため、ユーザー企業等としっかりと協議
を重ね、外部有識者の意見等を聴取して策定した経営計画に基づき、様々な取組を進
めているところです。お示しのとおり、現在、国において検討されている今後の方策に
ついて、その動向も注視しながら、工業用水の安定供給に取り組んでまいります。

モデル事業として実施されたオンライン講習につ
いて、どんな成果があったと考えますか？
また、運転免許証更新に係る利便性及び業務効率
化についてご所見をお伺いいたします。

（本年５月末基準）
オンライン講習利用率

約２０％
優良運転者

約4０％
一般運転者

時間が
短縮された！

次回も
オンラインで
受講したい

❷受付手続の
　デジタル化について・・・
これまでの計画に基づき、
全国共通の自動申請受付機の
本年度中の導入と運用開始に向け、
諸準備を進めております！

県警察といたしましては、今後のオンライ
ン講習の全国運用や運転免許証とマイナン
バーカードの一体化を見据えつつ、利便性
の更なる向上と業務の効率化に向け、知事
部局等とも連携し、
運転免許行政のデ
ジタル化を推進し
てまいります。

⑴工業用水を活用した企業誘致について

本県が誘致に力を入れている半導体関連産業においても、
その進出には工業用水の確保が欠かせません。
工業用水を活用した企業誘致について、これまでの実績と
合わせ、今後、どのような見通しを持たれているのかご所見を
お伺いいたします。

⑵渇水対策について ⑶持続可能な工業用水道事業の実現について

７２万１８００t

県全体の給水能力の
40％を占める量

❸工業用水の安定供給について
（１）工業用水を活用した企業誘致について
（２）渇水対策について
（３）持続可能な工業用水道事業の
　 実現について

●工業用水６５％、上水３０％の
　自主節水が実施

●菅野ダムの貯水率が
　29％まで低下

あらかじめ受講すれば、県総合交通センターや
警察署で講習を受講する必要がないので受講率増加！

自動申請受付機が
導入したら・・・

申請における手書き記載が
大幅に削減され、
利便性＆業務の効率化ＵＰ！

TYSテレビ山口の夕方のニュースで放送されました！

周南地域の
一日当たり給水能力

現在、経済産業省において、持続可能な工業
用水道事業の実現に向けた今後の方策につい
て検討し、この秋を目途に取りまとめを行うこと
とされています。
その検討の中には、経済・産業の在り方を踏ま
えるとともに安定した供給体制の確保が実現で
きるよう、しっかりとユーザー企業も巻き込んだ
新たな計画の検討・策定をすることが指摘され
ています。
持続可能な工業用水道事業の実現に向けて、
企業局として特に重視していることやユーザー
企業との情報共有、地域振興政策との連携、民
間活用について、どのようにお考えでしょうか。

今後とも、関係機関等と緊密に連携し、引き続
き、ダム貯留水の確保に努めるとともに、水系を
越えた広域的な水運用を実施するなど、渇水対
策に取り組むこととして
います。

この場では休み方を変えると会社も子
育ても変わるという知事の想いや県の
目指す社会の姿が伝わりました！

こどもや子育てにやさしい休み方改革キックオフシ
ンポジウムが開催されました。中では「行政支援メ
ニューを有効活用できるよう情報提供していくこと、子
育てに直接関係する人以外にも伝え、みんなで発信し
ていくことが必要」という意見もありました。
仕事と子育ての両立を支援する職場環境づくり制度
の周知と浸透についてご所見をお伺いいたします。

育休取得や働き方改革、
女性の活躍推進など様々 な
支援制度がありますよ！

広く知られず
活用されないままだと
社会や職場の状況は変わりません！！

企業の生産活動に
欠かせないもの！（特に製造業）
山口県の産業発展のためには
安定供給が必須！！

「工業」とは、製造業、
電気供給業、ガス供給業
及び熱供給業を指し、
これらの工業の用に供する水
（水力発電用、飲用を除く）のこと

工業用水ってなに？
山口県の工業用水の特徴

やすい！

きれい！

がんばる！

山口県において
工業用水はすごく大事です！

工業生産活動の発展や企業誘致の促進
という視点からも、自主節水による周南地
域での企業活動への影響をより小さくして
いくことは重要な取り組みであります。
これまでの渇水対策とその対策による結
果、今後の工業用水の安定供給に向けた
対策についてご所見をお伺いいたします。

工業用水の渇水対策令和5年周南地域

★周南地域において・・・
　下松市からの応援給水や島田川工業用水道の
　整備などにより、水系を越えた広域的な供給体
　制を構築し、効果的に運用します。

★渇水対策を強化するために・・・
　関係機関等で組織する
　「利水運用対策周南支部」を設置して
　菅野ダムの貯水量の温存等に努めました！

山口県企業局
「利水運用対策周南支部」の
設置について

導入予定の
自動申請受付機

若者の多くが共働きを前提とした人生設計を考えており、こうした若者の希望
に適う就業環境を実現するためには、仕事と子育ての両立に向けた環境整備が促進されるよう、企業における
働き方改革を推進することが重要です。
このため、私は、これまでも県内の労使団体、金融機関、大学、国、県などで構成する「やまぐち働き方改革推
進会議」を立ち上げ、私自ら会長となり、優良企業やイクボスを表彰するなど、様々な普及啓発を進めてまいり
ました。
また、新たな取組である、次世代の主役となるこどもたちを社会全体でともに育てる“とも×いく”の推進にお
いても、県内全ての市町長の参加の下、県と市町が一丸となって取り組むことを共同でアピールし、県内全域
における気運の醸成を図ったところです。
さらに、“とも×いく”の取組を広げていくため、育休取得を推奨する企業の登録制度や、男性育休の取得実
績に応じて支給する奨励金等、様々な施策を講じており、これらの支援策の周知と浸透を図ることにより、企業
の職場環境づくりを力強く後押しすることとしています。
具体的には、経済団体等を通じ、県の支援制度の情報を確実に企業に届けるとともに、本年１月に開設した

“とも×いく”ポータルサイトでの企業の取組の紹介や、県広報誌などを活用した情報発信により、県民に幅広く
周知しているところです。
また、働き方改革支援センターによるアウトリーチ支援や、育休取得促進に関する相談に応じる民間アドバイ
ザーの養成、経営者の意識改革に向けたセミナーの開催等を通じ、効果的な推進を図ります。
さらに、国においては、育休取得実績等が一定の要件を満たす企業が対象となる認定制度があることから、
双方の制度の相乗効果が発揮できるよう、労働局と連携しながら、企業の自主的な取組を促進してまいります。
私は、今後とも市町や関係機関と連携し、仕事と子育ての両立が可能となる職場環境づくりを通じた働き方
改革の推進に取り組んでまいります。

工業用水道施設は、
本格的な施設更新時期を迎える中で、
様々 な課題に直面しています。

★「とも×いく応援企業」マーク

次世代育成支援対策推進法
に基づき、仕事と子育ての
両立を支援する企業として
厚生労働大臣の認定を受け
た企業に付与される「子育て
サポート企業の証」です。

★「くるみん」マーク

共育てという意味と、家族や
地域社会、企業なども「とも
に•もっと・いくじに・くわわっ
て」という願いを込めてお
り、年齢、性別を問わず、全
ての人がこどもや子育て中
の方々を応援することを示
しています。

◀令和６年度
　「働き方改革推進支援助成金｣
　労働時間短縮・
　年休促進支援コースの
　ご案内について

★支援策の一例★

山口県総合交通センター

※経済産業省HP引用

たっぷり！

積極的な誘致活動を
展開しています！

大都市圏で開催する企業立地フォーラムや
県ホームページなどにより情報発信

本県ものづくり産業を代表する基礎素材等の生産活動を
支える工業用水は、県が重点成長分野に位置づけてい
る半導体関連産業にとっても不可欠なインフラである

過去10年に、大手化学メーカーや自動車部品工場の増
設など約10件の工業用水を活用する企業の誘致を実現

・老朽化対策

・施設強靭化対策

・維持管理の高度化

・効率化 ・耐震化

・複数事業の広域化による
 安定供給体制の強化など・・・

日本一の
給水能力

全国トップクラスの
安価な料金

上水道並の
水質

オンライン受講者

山口県

県民の方々

◀令和６年度
　両立支援等助成金の
　ご案内について


